
六 航海中は貨物の表面を定期的に点検すること。
七 貨物の表面の自由水又は貨物の流動状態を観察し
た場合、貨物の移動を防止し、船舶の転覆の危険を
避けるための措置をとること。

鉛亜鉛焼鉱
（混合鉱石）

LEAD AND ZINC
CALCINES
(mixed)

一 規則第二十七条第一項の要件を満たす船舶以外の
船舶で運送する場合は、以下の要件を満たすこと。
イ 航海中は貨物の水分値を運送許容水分値より低
く保つこと。
ロ 雨中において荷役作業をしないこと。ただし、
次に掲げる場合はこの限りでない。
\ 貨物の水分値が運送許容水分値よりも十分に
低く、雨中において荷役作業を実施しても、雨
によって水分値が運送許容水分値を超えるおそ
れがない場合

] 積載場所のすべての貨物を陸揚げする場合
ハ 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。

二 全長100N以下の船舶における荷繰りは、貨物の
表面の高低差が船幅の５％を超えず、貨物がハッチ
の端部から隔壁までゆるやかな勾配をなすよう行う
こと。
三 ビルジウェルは清浄かつ乾操した状態とし、貨物
が入ることを防止するため覆われていること。
四 積載場所のビルジ吸引装置が正常に作動すること
を確認すること。
五 航海中は積載場所を通風しないこと。
六 航海中は貨物の表面を定期的に点検すること。
七 貨物の表面の自由水又は貨物の流動状態を観察し
た場合、貨物の移動を防止し、船舶の転覆の危険を
避けるための措置をとること。

鉛亜鉛片刃 LEAD AND ZINC
MIDDLINGS

一 規則第二十七条第一項の要件を満たす船舶以外の
船舶で運送する場合は、以下の要件を満たすこと。
イ 航海中は貨物の水分値を運送許容水分値より低
く保つこと。
ロ 雨中において荷役作業をしないこと。ただし、
次に掲げる場合はこの限りでない。
\ 貨物の水分値が運送許容水分値よりも十分に
低く、雨中において荷役作業を実施しても、雨
によって水分値が運送許容水分値を超えるおそ
れがない場合

] 積載場所のすべての貨物を陸揚げする場合
ハ 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。

二 全長100N以下の船舶における荷繰りは、貨物の
表面の高低差が船幅の５％を超えず、貨物がハッチ
の端部から隔壁までゆるやかな勾配をなすよう行う
こと。
三 ビルジウェルは清浄かつ乾操した状態とし、貨物
が入ることを防止するため覆われていること。
四 積載場所のビルジ吸引装置が正常に作動すること
を確認すること。

五 航海中は積載場所を通風しないこと。
六 航海中は貨物の表面を定期的に点検すること。
七 貨物の表面の自由水又は貨物の流動状態を観察し
た場合、貨物の移動を防止し、船舶の転覆の危険を
避けるための措置をとること。

鉛精鉱 LEAD CONCENTRATE 一 規則第二十七条第一項の要件を満たす船舶以外の
船舶で運送する場合は、以下の要件を満たすこと。
イ 航海中は貨物の水分値を運送許容水分値より低
く保つこと。
ロ 雨中において荷役作業をしないこと。ただし、
次に掲げる場合はこの限りでない。
\ 貨物の水分値が運送許容水分値よりも十分に
低く、雨中において荷役作業を実施しても、雨
によって水分値が運送許容水分値を超えるおそ
れがない場合

] 積載場所のすべての貨物を陸揚げする場合
ハ 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。

二 全長100N以下の船舶における荷繰りは、貨物の
表面の高低差が船幅の５％を超えず、貨物がハッチ
の端部から隔壁までゆるやかな勾配をなすよう行う
こと。
三 ビルジウェルは清浄かつ乾操した状態とし、貨物
が入ることを防止するため覆われていること。
四 積載場所のビルジ吸引装置が正常に作動すること
を確認すること。
五 航海中は積載場所を通風しないこと。
六 航海中は貨物の表面を定期的に点検すること¡

七 貨物の表面の自由水又は貨物の流動状態を観察し
た場合、貨物の移動を防止し、船舶の転覆の危険を
避けるための措置をとること。

鉛鉱残滓 LEAD ORE RESIDUE 一 規則第二十七条第一項の要件を満たす船舶以外の
船舶で運送する場合は、以下の要件を満たすこと。
イ 航海中は貨物の水分値を運送許容水分値より低
く保つこと。
ロ 雨中において荷役作業をしないこと。ただし、
次に掲げる場合はこの限りでない。
\ 貨物の水分値が運送許容水分値よりも十分に
低く、雨中において荷役作業を実施しても、雨
によって水分値が運送許容水分値を超えるおそ
れがない場合

] 積載場所のすべての貨物を陸揚げする場合
ハ 荷役作業中は、当該作業を行っていない船倉の
ハッチを閉鎖すること。

二 全長100N以下の船舶における荷繰りは、貨物の
表面の高低差が船幅の５％を超えず、貨物がハッチ
の端部から隔壁までゆるやかな勾配をなすよう行う
こと。
三 ビルジウェルは清浄かつ乾操した状態とし、貨物
が入ることを防止するため覆われていること。
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